
株主還元方針
日本光電は株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要政策の1つと位置付けています。利益
の配分については、将来の企業成長に必要な内部留保の確保に配慮しながら、株主の皆様には
長期にわたって安定的な配当を継続することを基本方針としています。優先順位については、
（1）研究開発や設備投資、M&A・提携、人財育成など将来の企業成長に向けた投資、（2）配当、
（3）自己株式取得としています。配当については、連結配当性向30％以上を目標としていま
す。また、自己株式の取得については、今後の事業展開、投資計画、内部留保の水準、株価の推
移などを総合的に考慮し、機動的に検討することを基本方針としています。2022年度につき
ましては、当事業年度の業績を踏まえ、期初予想から21円増配し61円の年間配当金としまし
た。また、2022年5月から6月にかけて999百万円の自己株式を取得するとともに、6月に50
万株の自己株式を消却しました。

株主・投資家の皆様とのコミュニケーション
■ 株主総会
株主総会は、できるだけ多くの株主様にご参加いただけるよう、集中日を避けた開催に努めて
います。当日は、日本光電の医療機器の展示を行い、株主様に製品の特長などをご説明してい
ます。2023年6月開催の株主総会では、オートショックAEDや新生児蘇生モニタ、マスク型人
工呼吸器をご紹介しました。また、当日の議長説明動画を当社ウェブサイトに掲載しました。
海外の方向けには、招集通知（事業報告を含む）、決議通知、議決権行使結果の英文版を作成し、
社外ウェブサイトに掲載しています。

■ 決算説明会・事業戦略説明会
証券アナリスト・機関投資家の皆様向けに、決算説明会（第2四半期、期末決算発表時）とテ
レフォン・カンファレンス（第1四半期、第3四半期決算発表時）を開催し、業績や今後の戦略
についてご説明しています。当社ウェブサイトに決算説明会の動画や資料、質疑応答を掲載
し、株主・投資家の皆様に公開しています。決算説明会は、2020年度以降、新型コロナウイ
ルス感染防止のため、すべて電話会議・オンライン形式で行っています。また、2023年3月
には、事業戦略の担当役員等による人工呼吸器事業説明会をオンライン形式で開催しました。

情報開示方針
株主様はもとより広く社会とのコミュニケーションを図り、企業情報を適切かつ公平に開示
し、透明性の高い経営を目指すことを「日本光電行動憲章」に定めています。この精神に則り、
当社グループに係る情報を適時適切かつ公平にわかりやすく開示し、ステークホルダーの皆様
の日本光電に対する理解と信頼を深め、適正な評価を得ることを目指しています。

情報開示と株主還元の充実 株主・投資家の皆様への適切な情報開示による透明性の高い経営を行うとともに、長期安定的な株主還元の実現に努めています。
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■ 個人投資家様向け会社説明会
日本光電の経営戦略や事業内容をご理解いただき、長期的
にご支援いただけるよう、個人投資家様向け会社説明会を
開催しています。2022年度は、新型コロナウイルスの感染
状況を踏まえながら、対面で1回、オンライン形式で2回開
催しました。また、当社ウェブサイトに掲載している動画コ
ンテンツを更新しました。

2023年度の開催予定は、当社ウェブサイトに随時掲載します。

■ 株主・機関投資家との対話
社長、経営戦略統括部長、IR担当等が国内外の機関投資家への訪問や個別面談、電話取材など
に対応しています。

情報開示と株主還元の充実

今後の株主通信・IR活動の充実のため、年1回、株主様アンケートを実施しており、以下のよ
うなご意見をいただきました。

株主様アンケートでいただいたご意見

https://www.nihonkohden.co.jp/ir/investor/presentation.html

https://www.nihonkohden.co.jp/sustainability/engagement/investors/communication.html

詳しくは、当社ウェブサイトをご覧ください。

株主・機関投資家との対話の実施状況については、当社ウェブサイトをご覧ください。

TOPICS

日本証券アナリスト協会
大阪証券取引所ビルでの会社説明会

オンライン会社説明会
（日興アイ・アールで配信）

株主との対話の実施状況
2022年度において、株主・機関投資家とのミーティングは、延べ約250社（うち株主
約100社）と実施しました。四半期ごとの決算概要や見通しに加え、中長期的な成長
戦略や資本政策、コーポレート・ガバナンス強化やサステナビリティ推進に向けた取
り組みについて対話しています。

社内へのフィードバック
IR活動を通じて得られた株主・投資家の意見・要望は、IR担当部署である経営戦略
統括部が取りまとめ、取締役・執行役員および関係部署へフィードバックし、情報
の共有・活用を図っています。

●・グローバルでの事業拡大を加速してほしい。
●・収益確保、安定配当を期待している。
●・株主通信はシンプルで読みやすい。
●・新製品に関する説明は写真もあり理解が深まった。

●・・厳しい世界情勢にあるが、社員一丸となっ
て企業発展に尽力してほしい。

●・・パルスオキシメータを発明した企業とし
て、社会や医療への貢献を期待している。
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1株当たり配当金・連結配当性向の推移

株価の推移

機関投資家・個人投資家との対話件数
（2023年3月期実績）

⃝・機関投資家・証券会社アナリストとのミーティング・
延べ約250社（うち、株主100社）

⃝・株主通信アンケートハガキ回答数
572通

⃝・個人投資家向け会社説明会（全3回）・
ライブ視聴・約280名、会場参加・約80名

⃝・個人投資家向け「動画で知る・日本光電」シリーズ・

延べ約700回再生

自己株式
4,104千株

4.7% 

金融機関
30,678千株

34.8%

外国人
40,059千株

45.4%

その他国内法人
2,737千株

3.1%

個人その他
9,932千株

11.2%
金融商品取引業者

717千株

0.8%

大株主（2023年3月31日現在）

株式分布状況（2023年3月31日現在）

※・2015年4月1日を効力発生日として、株式1株につき2株の株式分割を実施しています。
・ 上記株価につきましては、分割日以前の取引値についてもさかのぼって修正しています。

※・当社は、自己株式4,104千株を保有していますが、上記の大株主からは除いています。また、持株比率は、自己株式を控除して計算しています。

情報開示と株主還元の充実
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株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 13,480 16.02
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 4,567 5.42
株式会社埼玉りそな銀行 4,193 4.98
ステート・ストリート・バンク・アンド・トラスト・カンパニー・５０５１０３ 2,887 3.43
ジェーピー・モルガン・チェース・バンク・３８５１５１ 2,341 2.78
ジェーピー・モルガン・チェース・バンク・３８００５５ 1,998 2.37
エイブイアイ・グローバル・トラスト・ピーエルシー 1,771 2.10
RBC・IST・15・PCT・NON・LENDING・ACCOUNT・-・CLIENT・ACCOUNＴ 1,523 1.81
株式会社三菱UFJ銀行 1,325 1.57
日本光電工業従業員持株会 1,272 1.51

■・1株当たりの配当金　 ・連結配当性向　■・特別配当　■・創立70周年記念配当
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日本光電は、2022年12月、日興アイ・アール株式会社による「2022年度全上場企業
ホームページ充実度ランキング」の総合表彰にて最優秀サイトに選ばれました。同調
査は、日興アイ・アールが全上場企業3,926社のホームページについて、「わかりやす
さ」「使いやすさ」「情報の多さ」の3つの視点で設定した169の客観的な項目により評
価を行い、ランキングとして発表したものです。
日本光電では、今後もIRサイトの充実を図り、株主・投資
家の皆様へのタイムリーでわかりやすい情報発信を目指
し、IR活動の向上に取り組みます。’13 ’14 ’15 ’16 ’17 ’18 ’19 ’20 ’22’21 ’23
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